
  

別記様式 

会   議   録 

会議の名称 第２回 鴻巣市立小・中学校統合準備委員会 

開 催 日 令和５年８月 23 日（水） 

開催時間  開会 18 時 30 分   閉会 19 時 30 分 

開催場所 鴻巣市役所 本庁舎 ３階 303 会議室 

議長（委員長・会長） 

氏     名 
会 長   永 塚 壽 一 

出席者（委員）

氏  名 

（出席者数） 

永塚 壽一（会 長） 林 義典（副会長）  

三ツ木 和代、柴﨑 美恵子、梶山 ひふみ 

浦原 卓也、斉藤 雄一郎、松本 大、村田 真紀子 

松本 さゆり、𠮷田 全利、矢部 裕子、長島 和             

（13 名） 

欠席者（委員） 

氏  名 

（欠席者数）  

  阿諏訪 英二、関口 正、加藤 尚美、長澤 圭美 

金子 清之、矢部 功一、佐藤 光司            （７名） 

事務局職員 

職 氏 名  

教育総務課長       松 本 直 樹 

教育総務課主査      新 井 洋 平 

教育総務課主任      堀   智  紀 

会 

議 

次 

第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 議  題 

 （１）記念誌（案）について 

（２）閉校式（案）について 

（３）PTA 組織について 

（４）交流事業について 

（５）登下校支援について 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

配 

布 

資 

料 

資料１ 記念誌（案）について 

資料２ 閉校式（案）について 

資料３ 交流事業について 

資料４ 登下校支援について 



  

会 

議 

の 

内 

容 

（決定事項） 

・議題１ 記念誌（案）について、原案のとおり承認。 

・議題２ 閉校式（案）について、原案のとおり承認。 

・次回の統合準備委員会は 11 月下旬頃に開催予定。具体的な日程は、各事業

の打合せの進捗状況を判断して改めて連絡する。 

 

（主な意見と事務局等の見解） 

・閉校記念誌は何者から見積もりを徴取する予定なのか。 

⇒３者から見積徴取をする予定。 

 

・笠原のときは、地元の印刷会社にお願いしている。希望する印刷会社はあ

るか。 

⇒事務局一任。 

 

・閉校式は地域の方も参加できるのか。 

⇒体育館で開催する場合（雨天時）は参加できないが、校庭で開催する場合

は参加可能。 

 

・雨天の場合、バルーンリリースの実施は。 

⇒雨天、強風の際は実施不可。その際は、翌日に参加可能の方のみで実施す

るなどの対応を考えていきたい。 

 

・バルーンリリースは歳入歳出予算のどの項目に該当するのか。 

⇒委託料の項目から支出する。 

 

・閉校式の開始時刻を 10 時からとしているが、問題ないか。 

⇒10 時からの開催で問題はない。 

 

・閉校式については、15 分～20 分程度の内容を追加することも可能。 

 何か提案があれば、後日でも良いので意見をもらいたい。 

 

・体育館で開催する場合、保護者の参加は同居家族２名までとしているが、

問題ないか。体育館の大きさを考えると保護者は立ち見となることが想定さ

れるが、１名のほうが良い等の意見はあるか。 

⇒２名の参加が良いのではないか。 

 



  

・記念品の準備について、どこが主体となって検討するのか。 

⇒記念品の作成の有無や何を作成するかについては、PTA が主体となって検

討してもらいたい。 

 現状は記念品贈呈を見込んだタイムスケジュールとなっている。 

 

・記念撮影の写真は配布してもらえるのか。 

⇒学校（鴻巣中央小学校・鴻巣中学校）経由で配布したいと考えている。 

 

・記念撮影については、参加者全員で行うのか。 

⇒そのように考えている。 

 

・PTA 組織について 

6/27 に常光小学校保護者に対して、PTA 組織のあり方について説明会を実

施。 

その際に出た意見は以下のとおり。 

 これらの意見等について、今後、鴻巣中央小学校 PTA と検討していく。 

①地区役員の選出方法 

②地区行事の運営管理は、地区役部会が担当するのか 

③立哨当番の決め方 

④資源回収の地区割と活動方法 

⑤PTA 役員の選出方法 

 

・統合前に、実際にスクールバスに乗車するなど児童が訓練する機会はない

のか。 

⇒現時点では考えていない。 

 

・笠原小学校の統合の際は、実際に乗車した訳ではないが、どのような手順

で乗るのか等を練習した。今回も検討したい。 

 

・笠原地域から運行しているスクールバスについて、初日も問題なく運行で

きたという認識で良いか。 

⇒問題なく運行することができた。 

 また、運行開始から１週間は添乗員が同乗していることに加え、不定期に

教育総務課や鴻巣中央小学校の教職員が同乗し、安全に運行がされているか

を確認している。 

 



  

・交流事業の際に使用するバスは、スクールバスで使用するものと同様なの

か。 

⇒異なるバスを使用する。 

 

・通学班はいくつかに分かれると思うが、すべての班が資料に示されている

通学ルートを利用するという認識で良いか。 

⇒そのように考えている。 

 

・示されている通学路を利用する場合、（株）直徳の交差点で実施されている

立哨当番に参加するという事で良いのか。 

⇒立哨当番のあり方については、学校ごとに異なる。鴻巣中央小学校や PTA

で話し合ってもらう必要がある。 

 現在は、各々の自宅から近い交差点等で立哨している。しかし、人数が減

少してしまい、頻繁に当番が回ってくる箇所もあることから、どのような対

応が良いのか、改めて検討していきたい。 

 

 


